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セッション S1 S2 S3 S4 S5
分析対象
時間（秒）
















































一の話題で発話が交わされ，会話が維持されている箇所を 1 エピソードとした。たとえば Table3
のように，対象児が「おかいもいこう」と言い，それに対し，支援者が＜そう かいものにいこう＞と
言った場合には，対象児の発話が 1 ターン，支援者の発話が 1 ターンとなり，こ ソ ドは
計 2 ターンから成り立っていることになる。また，深田ら（1999） ，質 て動作で応
答するなど発話ではないが非言語的に反応したものについても数に含めた。 
 




















































































































































しかし，セッション 5 にお ては，回数は少ないが再び発話交代のタイミングが重なることがあっ
た。 
 




て示したものが Figure2 である。セッション 1 では，①絵本についての自発表現は 60％程度と高く
みられたことがわかったが，次いで④そのほかも 20％を占めていたことがわかった。その一方で，
②質問や③応答といった支援者との相互交渉をするような発話については，いずれも 10％程度と
低い割合であった。その後，セッション 2 より徐々に変化し，セッション 4 では，①自発表現が 50％
を占めるのと同時に②質問も同程度の割合を示すようになり，④そのほかは 0％であった。しかし
セッション 5 では若干の変化がみられ，①自発表現や②質問の割合が低くなり，③応答や④その

































































る。セッション 1・2・3 までは 2～3 ターン程度であった平均値が，セッション 4 で高くなり，6 ターン
となった。その後，セッション 5では 4 ターン程度と低下したが，セッション 1の 2倍の値となった。 
 
 
Ｆigure4  ターン数の平均値 
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Intervention to Maintain the Conversation 
with a Student with Autism Spectrum Disorder
SHINOZAWA Kaoru
Abstract
　The present research examined an intervention to maintain the conversation for a student with autism 
spectrum disorder. The purpose of the study was to clear the effect of this intervention. One student who was the 
1st grade in a special classroom of an elementary school participated in this study. And the student could express 
by language, but had difficulties to maintain a conversation. Participant observations were carried out in the 
scene at the class of remedial education. In the baseline phase, the therapist read aloud the picture book to make 
the student understand, and the therapist conversed with the student any other time. In the intervention phase, 
the therapist has a conversation with the student about the picture book. At that period, the therapist used the 
vocabulary of the same level that the student used. And the therapist repeated the student’s words. If the student 
used a word said incorrectly, the therapist talked back with an appropriate word. This interaction resulted that 
the change for maintaining conversation of this student.
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